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背側運動前野吻側部の上肢領域に順行性トレーサーである WGA-HRPや BDA をハミルトンマイクロシリンジを用い











2. WGA-HRP や BDA により順行性にラベルされた神経線維・終末の分布を解析した結果、背側運動前野吻側部か
ら線条体への投射は、尾状核と被殻の吻側部を連結する線条体ブリッジ領域を中心に、その周囲の尾状核および被殻
の吻側半にパッチ状に終止していた。このような順行性ラベルは両側性にみとめられ、同側優位で、あった。
【考察および結論】
背側運動前野吻側部における体部位再現様式から、この運動関連領野は他の領野と異なり、単一の体部位が作用す
る運動だけでなく、上肢領域の運動を中心にした下肢、体幹、顎額面口腔領域の協調運動に関与する可能性が考えら
れる。また、背側運動前野吻側部の上肢領域から線条体への入力域は、皮質線条体投射に関するこれまでの研究結果
と比較すると、前補足運動野や帯状皮質運動野吻側部からの入力域と、主として、線条体ブリッジ領域において重な
り合うように分布していた。それに対して、一次運動野や補足運動野からの入力域に比べて、背側運動前野吻側部か
らの入力域は相対的に線条体の吻側部に位置しているため、両者は分離するように分布すると考えられる。
以上のことから、高次運動機能に関与すると考えられる背側運動前野吻側部に由来する線条体への入力は、前補足
運動野、帯状皮質運動野吻側部など機能的に共通した運動関連領野からの入力と互いに収束・統合的に処理されるの
に対し、運動発現そのものに密接に関係するような一次運動野や補足運動野からの入力とは分散・並列的処理を受け
ることが示された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、随意運動制御に重要な大脳皮質一大脳基底核ルーフ。の情報処理機構を解明するため、大脳皮質背側運動
前野吻側部の体部位再現と大脳基底核への入力様式を解析した。
その結果、背側運動前野吻側部の体部位再現は、上肢を再現する部位が優位に存在し、顎口腔を含め他の体部位が
混在するように分布していた。また、背側運動前野吻側部から線条体への入力は、高次運動制御に関与する領野から
の入力と互いに統合的に処理されるのに対し、運動発現そのものに関与する領野からの入力とは並列的処理を受ける
ことが示された。
本研究は、阻暢運動の中枢性運動制御を解明していく上で、先駆的研究となり、博士(歯学)の学位請求に値する
ものと認、める。
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